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植田まさたか後援会会員の皆様へ 

  ◆ 御 礼 ◆ 

拝 啓  

 初秋の候、後援会の皆様におかれましてはご清栄のこととお喜び申し上げます。  

 

 今回の田原本町議会議員選挙では、後援会の皆様には絶大なるご支援ご協力を

賜り、大変感謝いたしております。  
 今回の選挙は、無投票との噂もあり私自身、心の緩みが無かったとは言えない状況でした が、いざ選挙となりますと多くの支援者の方たちが応援

をしてくださり、私も皆様に後押しされ て、しっかり公約を伝え選挙を闘うことができました。任期を満了すれば、議員として選挙とい う厳しい試練を

受けるのが当然であり、また必要なことであると深く心に刻んだ今回の選挙で した。又、今回の選挙では、準備不足もあり、公示日になってから皆様

に大変なご迷惑をお掛 けしましたこと深く反省しております。にも関わりませず１１３５票で５位という身に余る得票を頂 き、大変光栄であり、身の引き

締まる思いであります。  

 今後は皆様のご期待に応えられるよう、粉骨砕身頑張ります。  

 今後とも引き続きご支援ご協力賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

 

              敬 具 



 

 
 

平成１７年度 第２回定例会《一般質問》 

◆ 総合型地域スポーツクラブについて ◆ 
 議長のお許しをいただき一般質問をさせていただきますので、ご清聴いただきますようよろし くお願いいたします。  

 ご承知のように、最近の新聞、雑誌をにぎわしている話題の中に、長寿社会の進展ととも に、高齢者医療費が年々増大していて、高齢者は病気

になって医療を受けるよりも、先に病気 にかからないようにスポーツなどをやって、体力、免疫力をつけることの必要性が説かれたり、 また一方で、

近ごろの子どもたちは、栄養状態も良好で、ゆとりの時間さえ設けられているにも かかわらず、体力、運動能力が以前に比べて劣っていることの理

由が議論されたりしていま す。  

 所管の厚生労働省と文部科学省はそれぞれに対策を練っているようではあります

が、本件 は、個人個人の多様な生き方、考え方と直結した問題であるとともに、地方

行政とも密接に連 携して解決を図っていかなければならないという、一見、すぐにで

も着手できそうではあるもの の、しかも大変広範で奥深い問題であります。それで、

今回は、子どもから高齢者まで、すべ ての人々が参加できるスポーツクラブに限定し

てお尋ねしたいと思います。  

 

 



 文部科学省が平成７年度から育成しようとしているモデル事業で、中学校単位の規模で、地 域住民のだれもが、いつでも、いつまでもスポーツを

楽しめる生涯スポーツ社会をつくる重要な 拠点として、総合型地域スポーツクラブがあります。奈良県では、平成１６年より県立橿原公苑 第一体育

館に「総合型地域スポーツクラブ支援センター」が設置され、総合型地域スポーツク ラブの創設、運営を支援されています。  

 先日、私は、当支援センターにお伺いをし、活動の概要をお聞きしてきました。総合型地域ス ポーツクラブの「総合型」とは、３つの多様性が含ま

れています。すなわち、１つは、種目の多 様性、１つは世代、年齢の多様性、もう１つは、技術レベルの多様性であります。これまでの我 が国のスポ

ーツクラブは、学校の運動部などの学校スポーツクラブ、会社のサークルなどの職 場スポーツクラブ、草野球やママさんバレーなどの地域スポーツ

クラブ、スイミングクラブなど の民間スポーツクラブなど４種類に分類され、その数は約３０万とも言われています。しかし、 そのほとんどが単一の種

目のクラブで、それぞれ単独で活動しています。これに対して総合型 地域スポーツクラブは、規模がある程度大きく、多種目で、いろんな年齢層の

人がいて、どの ような技術レベルの人にも対応できる指導者がいるので、だれでも、いつでも気軽にスポーツ を楽しむことができます。さらには、住

民意識や連帯感が生まれ、世代間の交流、高齢社会へ の対応、地域の教育力の向上、住民の健康体力づくりなど、２１世紀の新しい地域社会づく

り に計り知れない多くのメリットが考えられると思います。  

 総合型地域スポーツクラブの必要性は、平成１２年９月、文部科学省告示の「スポーツ振興 基本計画」において、生涯スポーツ社会の実現に向け

た地域におけるスポーツ環境の整備・ 充実方策の中で、政策目標として次の２点を挙げております。  

 第１点として、国民のだれもが体力や年齢、技術、興味、目的に応じて、いつでも、どこでも、 いつまでもスポーツを楽しむことのできる生涯スポー

ツ社会を実現する。  

 ２点目として、その目標として、できるだけ早期に、成人の週１回以上のスポーツ実施率が２ 人に１人、５０％となることを目指すと記述されておりま

す。  

 

 そして、２つの政策目標達成のため不可欠な施策として、受け皿として期待されて

いる総合 型地域スポーツクラブの全国展開を最重要施策として、計画的に推進する

ことをうたっており ます。そして、その到達目標を２０１０年、平成２２年までとし、全国

の各市町村において、少な くとも１つは総合型地域スポーツクラブを育成するという

その目標を述べております。平成７年 からは、モデル地域を指定してのスポーツクラ

ブ運営事業を立ち上げておられます。平成１０ 年までに１９市町村、平成１１年度だけ

で１８市町村が指定を受けて、その活動に取り組まれま した。以後、日本体育協会、

日本レクレーション協会、各都道府県指定のモデル事業が数多く 立ち上がり、現在

に至っております。  
 総合型地域スポーツクラブの必要性は、学校体育面からも切実なものがあると思います。学 校週５日制や、総合的な学習の時間が入ったため、

各教科とも授業時間数が減り、体育は年 間１０５時間から９０時間になると伝えられております。文部科学省が１９６４年、当時は文部省 でありました

が、実施している体力・運動能力調査では、小中学生の体力は、１９８０年前後が ピークであり、年々低下してきており、できる子とできない子の二極

化が進んでいると言われて おります。成長期の子どもの体力を育てる機会を提供し、多くの選択肢の中から、自分たちが 望むスポーツを楽しむ環

境を整え、地域の自主運営の中で、地域が子どもたちを育てる受け 皿としての総合型地域スポーツクラブが期待を集めるゆえんであると思います。  

 また、学校部活動とスポーツクラブの役割との関係でありますが、新学習指導要領における 学校体育と部活動の現状をふまえ、総合型地域スポ

ーツクラブに期待される受け皿としての 整備は、私は、できるだけ急ぐ必要があると考えております。田原本町としての考え方をお聞 きしたいと思い

ます。もし、総合型地域スポーツクラブについて検討はしているが、なかなか進 んでいないのであれば、現状での問題点はどんなところにあるので

しょうか。特に、学校部活 動やスポーツ少年団との活動とどう融合性をもって設立をし、整合性を持たせていくのか。現 状でのお考え方をお聞かせ

いただきたいと思います。  

 さらに、総合型地域スポーツクラブの設立について、現在、奈良県内でどれぐらいの団体が 設立されているのか。また、今の各種補助金関係の中

で、どういった補助金があるのかお聞 かせ願いたいと思います。  

 以上で質問を終わりますが、回答によりましては自席で再質問をさせていただきます。 ご清聴ありがとうございました。  

 
○ 森口教育長答弁  
 
 植田議員さんの「総合型地域スポーツクラブについて」のご質問に対しましてお答えを申し上 げたいと思います。  
 

  ● １点目 ●  

■ 総合型地域スポーツクラブについての町の考え方について ■  
 
 地方分権が叫ばれる今日、スポーツにおいても住民が主導する地域社会を基盤としたスポ ーツ振興が大切であり、少子高齢化が進む中、それぞ

れのライフステージに応じたスポーツ活 動が重要な課題となっております。総合型地域スポーツクラブは、こうした時代の要請に応え るものであり、

多種目、多世代、一貫指導を基本にした受益者負担による自主運営クラブであ ると認識をいたしており  



 
ます。  
 本町では、スポーツ活動を行っております団体といたしましては、体育協会、スポーツ少年団 などの団体があり、スポーツの振興に推進されている

ところであります。また、体育指導員によ りますニュースポーツの普及にも取り組んでいるところでありますが、こうした団体を通して、総 合型地域ス

ポーツクラブについての勉強会を近く予定をいたしているところでございます。今後 につきましては、現状の団体を育成しながら、総合型地域スポ

ーツクラブ設立に取り組んでま いりたいと考えております。  
 
      ● ２点目 ●  
■ 総合型地域スポーツクラブ設立に向けての問題点及び学校部活動やスポーツ少年団との  

融合性等について ■  
 
 クラブ設立には２年の準備期間が必要であり、この間に理念、目的、運営、組織、活動計 画、資金計画等しっかりとした組織づくりが必要でありま

す。そして、熱意と能力のある人材の 確保や会員数の確保が必要になってまいります。本町にはスポーツ少年団が５団ありまして、 主として野球、

バレーボールと種目別に活動をしており、活動内容が重複しないよう、会員の 取り合いにならないような取り組み、また運動をしている人、しない人

も参加できる取り組みが 今後必要であります。そうした活動をする中で、各団体との相乗効果も期待できると考えており ます。  
 
       ● ３点目 ●  
■ 県内におきます総合型地域スポーツクラブの設立数、これにかかる補助金について■  

 
 質問の３点目、のお答えを申し上げますが、現在、奈良県では５つの総合型地域スポーツク ラブが設立されております。これは市町村でも複数で

設置をしているところでございまして、奈 良市が３つ、橿原等が１つずつございますけれども、そういう状況でございます。また、設立準 備中のクラブ

は７つがございます。補助金につきましては、文部科学省委託事業として、財団 法人日本体育協会が実施いたします総合型地域スポーツクラブ育

成推進事業で、準備に要す る経費が補助対象となりまして、上限が３００万でございますが、単年度申請で２年継続でござ います。  
 以上、概要、私からの答弁とさせていただきます。ありがとうございました。 
 
《 再質問 》  
 
 ご回答いただきましてありがとうございます。  
 障害者やお年寄りが健康でいていただくためにも、また、健康保険税や介護保険税が今後 ますます上がっていくわけでありますけれども、できる

だけ町民の負担を少なくするためにも、 早期の実現をお願いしたいというふうに思っております。  
 １点だけお聞きしたいのは、総合型地域スポーツクラブの設立について、今後の総合計画の 中に盛り込むというお考えはあるのか、ないのか。もし

あるのであればいいんですけれども、な いのであれば、できるだけお願いしたいということを一つ質問させていただきます。また、補助 金につきまし

ても、ぜひとも早い時期に・・・・、今、３００万というような金額設定をいただきまし たけれども、よろしくお願いをしたいと。  
 最後に、一人でも多くの住民がスポーツに親しみ、生涯スポーツ社会の構築が実現できるこ とを祈念して再質問とさせていただきます。  
 ありがとうございました。  
 

○ 森口教育長答弁  
 
 今のご質問、総合計画の中に入れるのか、ということでございますけれども、全国的なこの 総合型の地域スポーツクラブの実現は、２０２０年までに

全国各市町村すべてに盛り込むとい うことでございますので、当然計画の中に盛り込んでいきたいと、このように考えます。  
 しかも、あわせて、私のほうの健康対策課で作成をいたしております健康づくりの基本的な計 画も含めまして立ち上げていきたいなと、このように

考えております。 
  
 

田原本町議会研修リポート 
 
● 北九州エコタウン事業～環境未来都市の形成に向けて ●  
 
 北九州エコタウン事業の研修に平成１７年５月１８日から２０日にかけて行って参りました。今 回は研修リポートをみなさんにご紹介したいと思いま

す。北九州市が「資源循環型経済社会」 を創って行くため、公害を克服した経験（北九州工業地帯が１９６０年代に深刻な産業公害を もたらし、こ

の公害に対して市民・行政・産業界が一体となって取り組んだ）を生かして「北九州 エコタウンプラン」を策定し、若松区響灘地区に北九州エコタウ

ン事業を展開し、平成１４年８ 月から「エコタウン事業第２計画」を策定し事業を進めています。  
 内容は企業、行政、大学の連携により最先端の廃棄物処理技術やリサイクル技術を実証し 研究したり、現実にペットボトル、ＯＡ機器、自動車、家

電などのリサイクルを仕事として  



 
いる会 社が連携をとりながら事業として取り組んでいるエリア等がありました。その中で日本初の港 湾地区における風力発電事業（響灘風力発電

事業）が行われています。発電規模は１５００ｋ ｗの発電機を１０機設置しており西日本最大級の風力発電所です。羽はブラジル製で発電機 はドイ

ツ製で風速５メートル以上で動き出し、風速２５メートルで止まるようになっているそうで す。値段は１０機で３０億円（３０％は経済産業省から補助）で

１５年から２５年位の耐久性があ るそうです。ちなみに１０機で一万世帯の電力を発生することができ、現在は電気を九州電力 に売っているそうです。

実際に間近で見た感じは大きさ（タワーの高さ６５M、羽の直径７０．５M ）に驚きました。  
 北九州市では２１世紀の社会を担う産業として確立するために、若松区響灘地区を中心にそ れぞれのプロジェクトを総合的に進めて、日本を代

表する広域的資源循環拠点を目指してい るそうです。 

 


